
事業番号 102

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 医療情報セキュリティ等対策経費
事業開始
年度

①平成１８年度
②平成２０年度
③平成２２年度

作成責任者

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

予算補助
関係する計
画、通知等

平成１８年１月：ＩＴ新改革戦略
平成１９年３月：医療・健康・介護・福祉分野の情報化グランドデザイン
平成２０年８月：重点計画２００８
平成２１年４月：デジタル新時代に向けた新たな戦略～三カ年緊急プラン～
平成２１年７月：i-japan戦略２０１５
平成22年5月：新たな情報通信技術戦略

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用委託費
　　医療機関間等において安全を確保しつつ円滑な電子的診療情報を送受信するため、その内容が改ざんされていないか、本人に間違いないかなどを担保できる
よう公開鍵基盤認証局の運営管理を行う。
②重要インフラIT障害等連絡費
　　災害やサイバーテロなど、医療機関の情報システムの停止など、緊急連絡体制をとるための経費（内閣官房情報セキュリティーセンターからの連絡用）
③医療情報化人材育成事業
　　地域の医療機関に対し、情報化に関する助言・指導・計画の策定と実施を行うための人材を育成するもの。

担当部局庁 医政局 担当課室
政策医療課

医療技術情報推進室
室長　山本　要

会計区分 一般会計 上位政策 －

23年度要求

予算額(補正後） 12 5 5 7 7

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用委託費
　　医師等が電子化された文書に電子署名を付すことで、文書の信頼性が担保できる仕組みを構築しており、その電子署名を付すためのカードを発行する認証局
（サブ認証局）の証明書を発行し接続するためのルート認証局の運営管理を行う。
②重要インフラIT障害等連絡費
　　災害やサイバーテロなど、医療機関の情報システムの停止など、緊急連絡体制をとるための経費（内閣官房情報セキュリティーセンターからの連絡用）
③医療情報化人材育成事業
　　地域の医療機関に対し、情報化に関する助言・指導・計画の策定と実施を行うための人材を育成するため、「病院情報システムの構築方策」、「地域医療連携
の確立方策」、「医療安全を考慮したシステム運用」、「システムのセキュリティとプライバシー保護」、「医療分野のＩＴ化のための目標を達成するための計画策定方
策」等について研修を行う。

実施状況

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用委託費
　　現在２つのサブ認証局と接続しているところである。
②重要インフラIT障害等連絡費
　　災害やサイバーテロ等の医療情報システムの運営に支障の来す場合に、速やかな対応がとれるよう緊急連絡体制を確保している。
③医療情報化人材育成事業
　　平成２２年度からの事業

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行率 41.7% 100.0% 80.0%

執行額 5 5 4

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

事業終了後、委託先から提出された実績報告書に基づき、全ての経費について支出先、使途をチェックしている。した
がって、事業目的の実現や効果の観点からの検証は行われている。

見直しの
余地

予算額と執行額の乖離の理由を分析の上、予算要求の方法について改善していく点がある場合には、的確に予算に
反映してまいりたい。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

本事業の必要性、執行の観点からの評価としては、概ね妥当であるが、引き続き効率的な執行に努めること。

総事業費(執行ベース) 5 5 4

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）

厚生労働省

４百万円

認証局の運営管理を入札により選定

A.ジャパンネット株式会社

４百万円

【入札】

①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用

②重要インフラIT障害等連絡費

厚生労働省

０．０４百万円

【随意契約】

B.NTTドコモ株式会社

０．０４百万円

（認証局の運営管理を実施）

（緊急連絡体制を確保するための携帯電話経費）



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

A.ジャパンネット（株） E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

システム・管
理経費

システム・管理経費 4

計 4 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



①保健医療分野の公開鍵基盤(HPKI)認証局運用委託費

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） 12 5 5 5 5

執行額 4 4 4

総事業費(執行ベース) 4 4 4

執行率 33.3% 80.0% 80.0%

②重要インフラIT障害等連絡費

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） - 0.1 0.1 0.1 0.1

執行額 - 0.1 0.04

総事業費(執行ベース) - 0.1 0.1

執行率 - 100.0% 40.0%

③医療情報化人材育成事業

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(補正後） - - - 3 3

執行額 - - -

総事業費(執行ベース) - - -

執行率 - - -


